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1. カーエレクトロニクスの概要

1.1	 自動車が取り組むべき課題

　21世紀における自動車の役割が，各車輌メーカからいろ
いろと提案されている。キーワードは，CO2削減，自動運
転およびつながるクルマである。
　1997年はそういう意味で非常に意義のある年であった。
COP3における京都議定書に従った CO2削減の目標設定と，
それにあわせた自動車業界からの提案として，HEV (Hybrid 
Electric Vehicle)発売が開始された。しかし，具体的に CO2

削減の成果は十分とはいえない。
　また，自動車は保有することのステータスから，移動手
段の道具としての位置づけがより明確になり，効率の追求
に重点が置かれている。先の CO2削減が燃費の向上に結び
つくように，効率面からもよりエネルギを無駄なく使うシ
ステム開発が求められている。背景には，現在主流の化石
燃料資源は，有限であるという認識の高まりである。その
ため，バイオ燃料も使用できる内燃機関の開発もすすめら
れ，燃料の多様化が図られている。
　さらに，道具としての安全性も重要になり，安全（事故
を起こさない車）装備に対する考え方も変化してきている。
すなわち，エアバッグに代表される衝突（事故発生）後の
損傷軽減からスタートした安全装備開発も，ABS (Antilock 
Brake System)のようにできる限り事故を起こさないように
するシステムが開発されている（従来システムは衝突軽減
ブレーキシステムと呼ばれる）。最近では，ステレオカメラ
やミリ波レーダによる衝突回避システムが開発され一部実
用化されている。これら安全対策装備の開発は，2020年と
も言われる自動運転実現に向けた，基礎技術開発の位置づ
けでもある。
　そして，スマートフォン，タブレットの普及による社会
とつながる環境の普及である。人と社会が無線通信を利用
して，つながる社会が現実となってきた。それらのツール
を，運転者，乗員が車内に持ち込む。このツールを車内で
も使えることが期待されている。スマートフォンによるナ

ビゲーションは，かなりの方が利用されているのではない
だろうか。最新の地図データを利用でき，組み込み型ナビ
ゲーションと遜色なく利用できることである。さらには，
周辺の施設案内はスマートフォンのほうが，便利との利用
者からの声もある。また，安全装備の機能実現の面から
も，死角にいる車輌，歩行者などを運転者に知らせる仕組
みも，スマートフォンなどを経由で伝えることも検討され
ている。現在の無線技術を利用してつながるクルマは少し
ずつ現実化している。
　このように，地球温暖化，エネルギ問題，交通事故に対
する課題を解決するために，カーエレクトロニクスの重要
性が高まっている（図 1）。
　それぞれの課題に対するキーワードは，環境，安全，快
適・利便であり，これらを具体的に実現するのが，車載電
子製品群である。
1.2	 環境，安全，快適・利便

　環境問題は，COP3以降 CO2削減への関心は高まりを見
せながらも，その効果は十分といえない。一方で，自動車
における CO2排出量に関する規制は，厳しくなることが予
定されている（図 2）。そのために，各社ともアプローチは
さまざまであるが，車両としての燃費向上技術開発に力を
入れている。今後は，内燃機関では燃料の多様化，動力源
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図 1.　車が取り組むべき課題

CO2

CO2


